






































































































































































































































































































その結果，東北大学が 2019 年より導入していた，G 3 
Suite for Education のサービスを中心に組み合わせるか4 
たちでシステムを構築した．下記に，それぞれについ5 
て述べる． 6 
3.1.1 予約システム 7 















センターは，そ 日の予約一覧を DL し，シフトごと23 
に共有することが可能となっ  24 
 なお，同一の学生が複数個 予約をすることを防ぐ25 






3.1.2 オンライン通話 32 










文字情報の共有は meet の機能の一つである chat を43 
活用した．その他，理系科目に関しては，問題や計算44 
過程，図の共有のために，オンラインホワイトボード45 
を用いた．これに関しては 4.1 にて詳しく述べる． 46 
3.1.3 と情報共有 47 
 従来は紙で48 
についても，49 
システ あった．今回，G suite に含50 
まれている Google Form および Google C assroom を組51 
み合わせることで，それを可能にするシステムを構築52 
した． 53 
また対応を le 54 
For も電子化し，Classroom 内で共55 
有する方法をとった．その他，教科書や過去の対応の56 
資料や，利用学生からのアンケート回答なども同様に57 
Classroom 内で共有した． 58 
 59 
図１．SLA のオンライン対応の様子 60 
 61 
3.2 その他の仕組み 62 
 東北大学の授業や SLA の学習支援の仕組みのオン63 
ライン化に伴い，シフト，SLA 自身の学び，広報の形64 
も変更することが必要だった． 65 
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インでの支援活動を行う他，その前後に始礼・ブリー1 
フミーティングに参加する． 2 









制限で複数人通話が可能であったため，利用者 1 名に12 
対し，SLA が複数名ミーティングル ムに入ることで13 
実現 さらに，利用者から許諾の得られた対応は14 
録画を行い，その ンクを全体に共有することで，隙15 
間時間に他の SLA の対応を視聴し，レビューすること16 
も可能となった．この仕組みにより，SLA 相互のピア17 
レビューは，従来よりも活発に行われた． 18 

















られる．従来はポスター掲示していた SLA の利用案内36 
や， 1・2 年生の学びに役立つ情報とともに，東北大37 














4.1 理系科目 52 






教えるのではなく，「利用学生と SLA が一緒に考える」59 
というコンセプトで対応を行っている． 60 





















































































4.1.2 環境の整備 2 
SLA と利用学生間での質問や解答の共有には，オン3 




が多いことから，希望する SLA に ペンタブレットを8 
配布した． 9 
 対応では Google Meet（以下，Meet）の画面共有機能10 
を用いることもあった．Meet ではテレビ電話をしなが11 
ら画面共有をすることが可能である．画面共有機能に12 
より，現在参照すべき資料を学生と SLA の間で共有し13 
た．また，有用な Web サイトを調べている画面を共有14 
するという使い方もみられた．画面共有を行うと，録15 
画に反映されるため動画にて振り返る場合にも有用で16 
ある．  17 






により Jamboard を利用できない場合にもファイル送24 
信の Form を利用した． 25 
4.1.3 利用実績 26 
 2020 年度前期の利用者延数は 259 名，利用者実数は27 
95 名であった（表 1）．これは前年度前期の利用者延数28 
625 名からは約 6 割の減少であり，前年度前期利用者29 
















表 1．2019 年と 2020 年の SLA 利用者数の比較 46 




利用延数 利用実数 利用延数 利用実数 
理系科目 625 196 259 95 
ライティング 148 83 42 20 
英会話 232 55 164 69 
日本語会話 99 21 109 46 
企画［哲学カフェ］ 8 - 113 - 
 47 






考書や参考サイトを探す，など 9 種類から，対応に当54 
たった SLA が，各対応の中で行った中心的な支援の方55 
法にチェック（複数選択可）を入れるものである． 56 
 特に「問題を解く」タイプの対応が中心となる物理・57 
数学系の科目に絞り，2019 年度前期（対面 349 件）と58 
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とはある意味で暴力的でさえあるが，それは生産的な
暴力でもあった．そもそも我々は自分の命と人生を意
志と論理で制御できない．それが本来のリアルな自然
であることを，ウィルスは我々に改めて突き付けた．
全ては制御され規則正しく予定通りに進み期待された
成果が得られるとすることこそが，都市空間における
バーチュアルな人工的理想なのである．
世界も大学もウィルスとのつき合いを学習しつつ未
来世代に学問と教養と命を繋いでゆくしかない．
謝辞
学習支援センターにおけるオンライン学習支援シス
テムの構築は，言うまでもなく，教職員のみで実現で
きたものではない．すべてのSLAの尽力と協力を得
られたことによる成果である．個々のSLAの貢献を
記述できないが，この場を借りて，前期セメスターに
活動した全36名のSLAに謝意を記したい．
注
1）  一方で，従前はこのワークショップの中で扱ってい
た内容の一部を盛り込む形で，オンライン開催となっ
た基礎ゼミ（大半の初年次学生が受講）の授業の中
で扱った．学習支援センター主催のワークショップ
としては実施できなかったが，その学習機会の一部
分は大半の初年次学生に提供できたと考えている．
つまり，オンラインでの開催ができなかった理由と
しては，オンラインによる開催が物理的に困難だっ
たというよりも，授業という別の場での学習機会が
確保されていた点や，オンライン化対応における優
先順位の観点から，センタースタッフ側の過重負担
を回避すべく開催を断念した側面が大きい． 
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